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市民の観葉植物「クロトン」〈和名／変葉
木〉赤や緑や黄などの色彩豊かな葉の柄が
美しいクロトンは、葉の大きさ、形、色が
それぞれ違う常緑低葉木。沖縄だけでも品
種名がはっきりしたもので146種もあり、
世界中で愛されている観葉植物です。

◇市民の花 　ハイビスカス　　Flowers Citizens

沖縄市民の花・木・観葉植物　　昭和４９年１０月２６日制定

◇市民の木　ビロー（クバ）　Citizen Trees

◇市指定観葉植物　クロトン　Public Plants

 
市民の花「ハイビスカス」〈アオイ科〉
〈和名＝仏桑華〉沖縄では「アカバナー」
と呼ばれ、最もポピュラーな花、サンサン
と輝く太陽の下で大輪の花を咲かせ、南国
情緒を漂わせます。品種も多く色も赤、ピ
ンクや黄色と多彩で、生命力があるので台
風に強く垣根などに使われます。

 
市民の木「ビロー」〈和名／ビロウ〉ヤシ
科の常緑高木で、方言名を「クバ」とい
い、葉を乾燥させてクバ笠にしたり、ウチ
ワにしたりして、昔から沖縄の暮らしの中
に根づいている木です。また、耐風性、耐
潮性にもすぐれているため、海岸近くや街
路樹としてもよく利用されています。



屋 嘉 宗 克　　作 詞
奥 平 　 潤　　作 曲
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この年報は、令和5年中における本市消防の主要な業

務および消防現勢を収録し、将来の参考に資するととも

に、消防事情を広く紹介するために編集しました。

なお、この年報の統計資料は、原則として歴年をもっ

て表し、予算に関係する事項については、会計年度で作

成、それ以外のものについては、当該表にそれぞれ記載

した年月日をもって表してあります。

令和 6 年 8 月
沖縄市消防本部

ま え が き



一目でわかる消防統計 OKINAWA CITY　2023～2024（令和5年度）
沖縄市消防本部

消防職員 P18

条例定数 122人
実員数 115人

消防車両・特殊車両（保有状況） P23

・水槽付きポンプ車 ５台・高規格救急車 ５台
・水槽車（タンク車) ２台
・はしご車35m級 １台
・救助工作車 １台
・水難支援救助車 １台
・救助艇・水上バイク各１台（トレーラー2台）

面積 P1

49.00㎢
地勢の特徴
・米軍基地
・比謝川
・丘陵地・泡瀬海岸地区

総人口数 142,284人
世帯数 66,759世帯
人口統計（令和６年３月）

火災概況 P41 火災件数３９件

建物火災１７件
損害額：2083万4000円
出火原因別発生件数 P45

ガスコンロ４件 タバコ２件 その他７件 不明４件

救急概況 P50～ 自治会別出動件数 P63

救急出動 9,765件 搬送人員 7,735人
主な内訳・急 病 6,893件 ・死亡・重症 948人

・一般負傷1,411件 ・中等症 2,619人
・転院搬送 683件 ・軽 症 4,165人
・交通事故 432件

防火対象物

3,930件
P30

危険物施設

213 施設
P38

消防水利現勢 P27

消火栓 993基
防火水槽 34槽

組織 P14

消防本部
消防総務課・予防課
通信指令課

消防署
警防課・本署・山内出
張所・泡瀬出張所

消防団員 P69

条例定数 92人
実員数 72人
女性防火クラブ
P72

15支部 283人

119番入電件数

17,925件
P28

救急法講習会 P64

講習会数 155回
受講人数 1,395人

救助概況 P25

出動件数 64件
救助人員 46人
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　沖縄市は、沖縄本島の中央部に位置し、北緯26度20分、東経127度48分にあって、市
域面積49k㎡の約9割が標高100m以下の地域で、中城湾に面する東海岸部から斜面地域
が連坦しながら、西北部の丘陵域へと広がっており、北はうるま市・恩納村、南は北
谷町・北中城村、西は嘉手納町・読谷村に接し、南東は中城湾に面しております。
　また、地区の区分を、自然的、社会的、経済的および文化的諸条件を勘案し、北部
地区、中部地区、東部地区、西部地区の4つの地区に区分しております。
 北部地区は、丘陵地が広く卓越し、台地・段丘が複雑に分布する地形をなしておりま
す。また、地区の多くを米軍施設・区域によって占められております。
 中部地区は、斜面地となだらかな傾斜の台地からなっており、国道330号と国道329号
が交わるコザ十字路を中心に地区の全域が用途地域です。
 東部地区は、地区の大部分が海岸低地からなり、斜面を経て丘陵部へと移行する地形
で構成されており、近年市街化が進行し人口が増加しております。
 西部地区は、戦後、胡屋十字路周辺を中心に、基地の門前町として中部圏域の中核都
市として急速な発展を遂げてきた地区です。

沖縄市の位置及び地勢
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署所の配置図

沖縄市消防署
北緯26゜20’59″
東経 127゜48’40″

山内出張所
北緯26゜19’31.
東経127゜47’13.79

泡瀬出張所
北緯26゜19’7.09
東経127゜50’7.85
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主塔
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ地下1階地上6階建て
建築面積　 34㎡

2024(令和6年3月31日)現在

建築面積 1.708㎡
延べ床面積 3,763㎡

所 在 地〒904－2153沖縄県沖縄市美里五丁目29番1号

敷地面積 5.303㎡

電話番号 098－929－1190(代表）
Ｆ Ａ Ｘ090－983－4588
構　　造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地下1階地上3階建て

所 在 地〒904－2172沖縄県沖縄市泡瀬一丁目11番3号
電話番号 098-921-1538
Ｆ Ａ Ｘ

延べ床面積   876㎡

建築年月日 平成18年3月15日

098-921-1539
構　　造 鉄筋コンクリート造2階建
敷地面積 2,451㎡
建築面積   729㎡

  803㎡

所 在 地〒904－0034沖縄県沖縄市山内一丁目12番10号
電話番号 098-930-1190
Ｆ Ａ Ｘ 098-930-1194
構　　造

 消防施設

◆消防庁舎の概要

 沖縄市消防本部・沖縄市消防署

建築年月日 平成12年2月28日

 沖縄市消防署・山内出張所

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建て
建築面積　127㎡
延べ床面積280㎡

建築年月日 平成11年3月25日

建築年月日 平成11年3月25日

 訓練塔(主塔・補助塔）

延べ床面積218㎡

2024(令和6年3月31日)現在

2024(令和6年3月31日)現在

2024(令和6年3月31日)現在 沖縄市消防署・泡瀬出張所

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造1階建
敷地面積 2,758㎡
建築面積   861㎡
延べ床面積

補助塔

所 在 地〒904－2153沖縄県沖縄市美里五丁目29番1号
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西暦
和暦
1974

昭和49年

1975
昭和50年

消防の沿革　1974（昭和49年）～1975（昭和50年）

市消防署、沖縄市消防団が発足した。

月　日 で　き　ご　と

4月1日コザ市と美里村が合併して沖縄市が誕生し、同時に沖縄市消防本部、沖縄

沖縄市初代消防長にコザ市消防長の永山盛和就任

旧コザ市消防職員及び旧美里村常備消防団員を沖縄市消防職員に任命、消

防本部並びに消防署の機構は旧コザ市の機構を採用したほか、あらたに

出張所を設け、旧美里村消防団庁舎を沖縄市消防署美里出張所に改称した

改称：合併時における消防の現況は次のとおり

消防司令長 1人 消防士長 9人

消防司令 2人 消 防 士 45人

計 67人

車両

タ ン ク 車 2台 は し ご 消 防 車 1台

救 急 車 2台

職員

消 防 監 1人 消防司令補 9人

指 令 車 1台

予 防 広 報 車 1台 連 絡 車 1台

原 付 自 転 車 1台 器 具 積 載 車 1台

水槽付き消防ポンプ車 6台

計 16台

無線
基地局  2基本署１　美里出張所1

移動局 12基本署10　美里出張所2

7月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により､消防職員の定数が73人となる

9月13日指令車購入（日産セドリック）

10月1日防火水槽（40㎥）1基設置（胡屋）

10月7日消防吏員3人、事務吏員1人増員し、消防職員の実数が71人となる

10月11日無線移動局1基増設

10月11日小型動力ポンプ付積載車購入（日産自動車）

3月10日日本損害保険協会より救急車3B型寄贈（日産自動車）

1月22日無線移動局1基増設

2月1日救助工作車購入（日野自動車）

無線移動局2基増設計16基
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西暦
和暦
1975

昭和50年

1976
昭和51年

1977
昭和52年

1978
昭和53年

1979
昭和54年

1980
昭和55年

1981
昭和56年

1982
昭和57年9月16日日本消防協会より消防用無線機（1Ｗ）1基寄贈

10月29日防火水槽（40㎥）1基設置（美里）

12月23日防火水槽（40㎥）3基設置（センター・池原・登川）

3月19日防火水槽（40㎥）1基設置（泡瀬第三）

10月14日防火水槽（40㎥）2基設置（松本・登川）

12月17日予防査察車購入（トヨタ自動車）

3月11日水槽付消防ポンプ自動車（2,000L）購入（三菱自動車）

3月26日救急車（2B型）購入（トヨタ自動車）

3月29日普通消防ポンプ自動車(BD-Ⅰ型)購入(日産）

（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

7月9日沖縄市職員定数条例の一部改正により､消防職員の定数が79人となる

11月22日水槽付消防ポンプ自動車（2,000L）購入

3月1日第3代目消防長に高江洲盛昇就任

3月3日無線移動局（10Ｗ）2基購入

3月4日器具積載車購入（トヨタ）（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

2月16日水槽付消防ポンプ自動車（2,000L）購入（三菱自動車）

12月13日防火水槽（40㎥）3基設置（山内・室川・美里）

2月20日仲原英典消防長退任

9月14日防火水槽（40㎥）2基設置（比屋根・与儀）

3月30日小型動力ポンプ付水槽車（10,000L）購入（いすゞ自動車）

1月6日防火水槽（40㎥）4基設置（胡屋・安慶田・諸見里・大里）

10月8日第6回沖縄県消防人のつどいを当市開催、県内各地より220人参加

11月5日小型動力ポンプ付積載車購入（日産自動車）

12月6日永山盛和消防長退任、第2代目消防長に仲原英典就任

1月27日水槽付消防ポンプ自動車（1,500L）購入（日野自動車）

9月27日日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車(1,600L)寄贈(いすゞ自動車)

10月22日財団法人沖縄国際海洋博覧会協会より寄贈された救急消防一斉指令装置

運用開始

11月9日防火水槽（40㎥）2基設置（古謝・松本 ※現明道1－9－1前）

消防の沿革　1975（昭和50年）～1982（昭和57年）

月　日 で　き　ご　と

7月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により､消防職員の定数が76人となる
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西暦
和暦
1982

昭和57年

1983
昭和58年

1984
昭和59年

1985
昭和60年

1986
昭和61年

1987
昭和62年

1988
昭和63年

1989
平成元年

11月11日防火水槽（40㎥）1基設置（越来）

消防の沿革　1982（昭和57年）～1989（平成元年）

月　日 で　き　ご　と

10月30日連絡車購入（トヨタ自動車）

11月16日小型動力ポンプ付水槽車（5,000L）購入（いすゞ自動車）

2月26日38m級はしご付消防自動車購入（株式会社モリタ）

7月28日防火水槽（40㎥）1基設置（池原）

8月11日日本消防協会より緊急給水用ろ水器1台寄贈

11月1日沖縄県防災行政無線局運用開始

12月15日救急車（2B型）購入（トヨタ自動車）

6月16日沖縄市婦人防火クラブを結成(初代会長に内里栄子就任10支部会員217人)

8月28日日本消防協会より婦人防火クラブ用軽可燃消防ポンプ5台寄贈

9月13日日本消防協会より電源照明車1台寄贈（日産自動車）

3月31日高江洲盛昇消防長退任

4月1日第4代目消防長に外間清昌就任

4月25日全国消防長会九州消防職員意見発表会（最優秀賞受賞 消防士 比嘉安成)

9月9日日本消防協会より婦人防火クラブ用軽可搬消防ポンプ6台寄贈

10月25日防火水槽（40㎥）1基設置（松本）

9月6日日本消防協会より救急車（2B型）1台寄贈（日産自動車）

10月28日第2回全国婦人消防操法大会に婦人防火クラブ出場（神奈川県横浜市）

3月31日外間清昌消防長退任

4月1日第5代目消防長に太田守昭就任

10月25日第42回国民体育大会（海邦国体）消防警備（10月25日～30日）

11月14日第23回全国身体障害者スポーツ大会 消防警備（11月14日～15日）

7月3日日本消防協会より広報車（防火号）1台寄贈（トヨタ自動車）

9月10日日本損害保険協会より普通消防ポンプ自動車寄贈(BD-Ⅰ型)(トヨタ自動車)

9月30日無線機携帯局（5Ｗ１基・1Ｗ8基）購入

2月27日防火水槽（40㎥）1基設置（中の町）

7月25日防火水槽移設（旧美里公民館）

11月24日救急車（2B型）1台（トヨタ自動車）無線機移動局（10Ｗ）1基

購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

11月7日予防広報車購入（トヨタ自動車）
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西暦
和暦
1989

平成元年

1990
平成2年

1990
平成2年

1991
平成3年

1992
平成4年

1993
平成5年

1994
平成6年

1995
平成7年

1996
平成8年
1997

平成9年

1998
平成10年

1999
平成11年

消防の沿革　1989（平成元年）～1999（平成11年）

月　日 で　き　ご　と

12月1日指令車購入（日産自動車）

3月20日小型動力ポンプ付水槽車（5,000L）購入（いすゞ自動車）

8月31日消防庁舎基本設計完了

12月1日議会事務局から主管変更により人員輸送車を配置（トヨタ自動車）

8月1日太田守昭消防長退任（市長部局へ異動）　

8月1日第6代目消防長に小谷良英就任

2月22日消防仮庁舎（コザ運動公園内）へ移転

4月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により､消防職員の定数が82人となる

2月13日無線機移動局3基買い替え

3月31日事務連絡車購入（トヨタ自動車）

3月15日社団法人日本自動車工業より救急自動車（2B型）寄贈（日産自動車）

3月16日救助工作車Ⅱ型・救助資機材購入（いすゞ自動車）（国庫補助）

2月28日水槽付消防ポンプ自動車（2,000L）購入（いすゞ自動車）

7月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により、消防職員の定数が86人となる

1月27日機材運搬兼連絡車購入（日産自動車）

2月1日4人増員採用、職員数86人となる

3月31日小谷良英消防長退任

4月1日第7代目消防長に城間盛一就任

11月29日予防広報車購入（日産自動車）

2月26日水槽付消防ポンプ自動車（2,000L）購入（国庫補助金）

2月1日城間盛一消防長、消防参事に就任、第8代目消防長に喜友名朝光就任

3月19日小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型購入（いすゞ自動車）（国庫補助金）

4月1日沖縄市消防署（三部制交替勤務）開始

7月7日防火水槽（40㎥）3基設置（山内第二・センター・照屋若草公園）

10月7日美里出張所プレハブ仮庁舎開所

1月31日城間盛一消防参事退任、喜友名朝光消防長消防参事就任

2月1日第9代目消防長に仲宗根眞昌就任

2月19日広報車購入（日産自動車）

9月11日救助隊・水難救助隊発隊式

3月24日高規格救急自動車購入（日産自動車）（自治省消防防災設備整備補助）

3月25日沖縄市消防本部庁舎完成（防衛施設周辺民生安定施設整備事業）
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西暦
和暦
1999

平成11年

2000
平成12年

2001
平成13年

2002
平成14年

2003
平成15年

2004
平成16年

2005
平成17年

2006
平成18年

11月5日水難救助支援車購入（日野自動車）

12月1日仲宗根眞昌消防長退任

4月12日庁舎移転及び業務開始

5月28日消防庁舎・防災研修センター落成式

6月22日救急救命士業務運用開始

消防の沿革　1999（平成11年）～2006（平成18年）

月　日 で　き　ご　と

3月25日消防緊急通信指令施設（Ⅱ型）購入（自治省消防防災等設備整備費補助金）

12月2日第10代目消防長に内間安彦就任

2月28日沖縄市消防署 山内出張所完成（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

3月13日消防署 山内出張所業務開始

2月28日携帯電話による119メール及び119番ＦＡＸ運用開始

7月19日2000年九州・沖縄サミット沖縄市地区警戒本部設置

7月23日ポンプ隊4隊×5人　指揮情報員4人　予防要員2人　計26人

2月19日高規格救急自動車購入（嘉手納飛行場周辺消防施設設置助成事業）

3月16日水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）購入(三菱ふそう自動車)

（消防防災設備整備補助）

幼年消防クラブ結成2月21日

3月26日水難救助艇及び水上バイク購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

4月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により、消防職員の定数が89人となる

4月1日BCテロ対応資機材導入（消防庁より無償資機材貸与）

11月29日照明車購入（三菱自動車）

4月1日内間安彦消防長退任（市長部局へ異動）

4月1日第11代目消防長に亀浜朝雄就任

4月2日沖縄市消防署 泡瀬出張所落完成（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

2月25日高規格救急自動車購入（嘉手納飛行場周辺消防施設設置助成事業）

4月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により、消防職員の定数が94人となる

6月10日緊急消防援助隊全国合同訓練参加　

6月11日　ポンプ隊　1隊×5人（静岡県）

3月15日小型動力ポンプ付水槽車Ⅰ型購入（沖縄振興特別交付金）

3月19日水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入（自治省消防防災等設備整備費補助金）

3月25日消火栓標識設置219基（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

4月1日緊急消防援助隊登録
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西暦
和暦
2007

平成19年

2008
平成20年

2009
平成21年

2010
平成22年

2011
平成23年

2012
平成24年

3月13日高規格救急自動車購入（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

3月31日

12月22日財団法人 日本消防協会から多機能型車両寄贈

4月1日第12代目消防長に内間安彦就任

4月1日沖縄市職員定数条例の一部改正により、消防職員の定数が97人となる

12月31日内間安彦消防長退任

消防の沿革　2007（平成19年）～2012（平成24年）

月　日 で　き　ご　と

（地域活性化・生活対策臨時交付金）

携帯電話・ＩＰ電話位置情報通知システム導入

（地域活性化・経済危機対策臨時交付金）

消防緊急通信指令施設整備（一部改修）3月26日

予防広報車購入(トヨタ自動車)(特定防衛施設周辺整備調整交付金）1月28日

（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

はしご付き消防ポンプ自動車購入（日本機械工業株式会社）3月10日

亀浜朝雄消防長退任

1月1日第13代目消防長に長堂政美就任

4月1日第14代目消防長に高宮城寛就任

長堂政美消防長退任3月31日

3月25日消防資器材整備（バルーン型灯光器、ＡＥＤ等）

1月28日高規格救急自動車購入（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

2月3日移動式高圧空気圧縮機購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

2月17日空気呼吸器(30Mpa)及び高圧空気容器(30Mpa)購入

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

緊急消防援助隊派遣（東日本大震災）

3月22日消火隊　1隊×5名（岩手県九戸郡野田村）

3月17日

沖縄市職員定数条例の一部改正により、消防職員の定数が112人となる

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

緊急人員搬送車購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

3月8日高圧空気容器(30Mpa)購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

3月9日資機材搬送車購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

3月22日消防資機材整備（特定小電力トランシーバー、潜水資機材、

ＯＡ機器、普及啓発資機材、自動心臓マッサージ器、救助資機材）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

3月2日

4月1日

 9



西暦
和暦
2012

平成24年
2013

平成25年

2014
平成26年

2015
平成27年

2016
平成28年

2017
平成29年

消防の沿革　2012（平成24年）～2017（平成29年）

月　日 で　き　ご　と

3月22日

3月15日小型動力ポンプ付き水槽車Ⅰ型購入（いすゞ自動車）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

救助資機材・水上バイク等購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

12月26日警防広報車購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

2月28日高規格救急自動車購入（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

3月8日指揮車購入（日産自動車）（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

11月20日

3月29日全国共済農業協同組合連合会沖縄県本部から高規格救急自動車

寄贈（平成24年度交通事故対策活動）

防災研修センターリニューアルオープンセレモニー

ＡＥＤ設置事業覚書締結

12月26日救命処置普及強化事業（救命講習資機材、普及啓発車、ＯＡ機器、資機材、

自動体外除細動器等）（沖縄振興特別推進市町村交付金）

市内コンビニエンスストア（ファミリーマート、ローソン、ココストア）

2月27日山内出張所 消防活動広報自動車購入（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

防災研修センター運用開始（沖縄振興特別推進市町村交付金）

3月18日火災予防広報車購入（マツダ自動車）（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

3月25日救助工作車（Ⅱ型）購入（日野自動車）

（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

消防団ポンプ自動車（CD-1型）購入（日野自動車）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

12月18日水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）購入（緊急防災・減災事業債）

12月28日

3月31日

沖縄県より緊急消防援助隊派遣（熊本地方震災）

3月24日消防救急デジタル無線設備整備工事（緊急防災・減災事業債）

3月15日高機能消防指令センター整備事業（緊急防災・減災事業債）

3月17日小型動力ポンプ付き水槽車Ⅰ型購入（いすゞ自動車）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

指揮支援広報自動車購入（マツダ自動車）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

3月30日

4月20日

4月23日沖縄県大隊指揮隊に沖縄市から2人派遣（熊本県南阿蘇村）

2月17日防火衣一式購入（石油貯蔵施設立地対策等補助金）

2月21日水難救助艇・ボート専用トレーラー購入（石油貯蔵施設立地対策等補助金）
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西暦
和暦
2017

平成29年

2018
平成30年

2019
平成31年

2020
令和元年

2020
令和2年

2021
令和3年

2022
令和4年

高規格救急自動車（トヨタ自動車）、高度救命処置用資機材購入

（緊急防災・減災事業債）

特別救助隊発隊　15名

4月1日第15代目消防長に仲宗根繁就任

消防本部へ通信指令課を新設

総務課を名称改正し消防総務課へ改める

警防課を消防本部から消防署へ移管し警備課と統合

10月13日

4月13日

で　き　ご　と月　日

消防の沿革　2017（平成29年）～2022（令和4年）

高宮城寛消防長退任

水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）購入（株式会社モリタ）

（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

3月16日

3月31日

水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）購入（株式会社モリタ）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

水難救助支援車購入（沖縄振興特別推進市町村交付金）

仲宗根繁消防長退任

救助資機材購入（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

（石油貯蔵施設立地対策等補助金）

高規格救急自動車（トヨタ自動車）、高度救命処置用資機材購入

（防衛施設周辺民生安定施設整備事業）

第16代目消防長に知念順一就任

ＡＥＤ、消防ホース、救助資機材、救急用資機材、防火衣購入

11月19日防火水槽（40㎥）1基改修設置（安慶田）

1月31日防火衣、消防用ホース、除染資機材、救助資機材、救急資機材

購入（石油貯蔵施設立地対策等補助金）

3月18日

3月19日

3月10日

10月7日

11月30日

3月31日

4月1日

3月6日

防火水槽（40㎥）1基設置（池原）

潜水資機材購入・救急資機材購入・ＡＥＤ購入

ＡＥＤ購入（石油貯蔵施設立地対策等補助金）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

防火衣・デジタル携帯型無線機一式購入（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

3月22日水槽付消防ポンプ自動車購入（日野自動車）

1月31日

 11



西暦
和暦
2022
令和4年

2023
令和5年

2024
令和6年 4月1日第17代目消防長に島袋健就任

沖縄市職員定数条例の一部改正により､消防職員の定数が122人となる

（特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 ）泡瀬出張所へ配備

資機材搬送車購入（日野自動車）（緊急防災・減災事業債）

山内出張所へ配備

知念順一消防長退任

3月12日

3月31日

消防の沿革　2022（令和4年）～2024（令和6年）

月　日 で　き　ご　と

消防ポンプ自動車（ＣＤ-１型）購入（日野自動車）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

1月18日

3月25日

消防活動広報車・消防用ホース購入（日野自動車）

高規格救急自動車（トヨタ自動車）・高度救命処置用資機材購入

（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金）

ＡＥＤ購入（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

2月27日高規格救急自動車（トヨタ自動車）・高度救命処置用資機材購入

（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

ＡＥＤ購入（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

沖縄市内のコンビニエンスストアに配備

水難救助資機材一式購入（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

救助資機材一式購入（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

防火衣一式（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

9月20日

2月15日

10月20日

1月12日

 12



歴 代 消 防 長

歴代 氏 名 就任年月日 退任年月日

初代 永　山　盛　和 1974
(昭和49年4月1日）

1976
（昭和51年12月5日）

2代 仲　原　英　典 1976
（昭和51年12月6日）

1980
（昭和55年2月20日）

3代 高江洲　盛　昇 1980
（昭和55年3月1日）

1985
（昭和60年3月31日）

4代 外　間　清　昌 1985
（昭和60年4月１日）

1987
（昭和62年3月31日）

5代 太　田　守　昭 1987
（昭和62年4月1日）

1990
（平成2年7月31日）

6代 小　谷　良　英 1990
（平成2年8月1日）

1995
（平成7年3月31日）

7代 城　間　盛　一 1995
（平成7年4月1日）

1997
（平成9年1月31日）

8代 喜友名　朝　光 1997
（平成9年2月1日）

1998
（平成10年1月31日）

9代 仲宗根　眞　昌 1998
（平成10年2月1日）

1999
（平成11年12月1日）

10代 内　間　安　彦 1999
（平成11年12月2日）

2003
（平成15年3月31日）

11代 亀　浜　朝　雄 2003
（平成15年4月1日）

2007
（平成19年3月31日）

12代 内　間　安　彦 2007
（平成19年4月1日）

2007
（平成19年12月31日）

13代 長　堂　政　美 2008
（平成20年1月1日）

2010
（平成22年3月31日）

14代 高宮城　　　寛 2010
（平成22年4月1日）

2017
（平成29年3月31日）

15代 仲宗根　　　繁 2017
（平成29年4月1日）

2021
（令和3年3月31日）

16代 知　念　順　一 2021
（令和3年4月1日）

2024
（令和6年3月31日）

17代 島　袋　　　健 2024
（令和6年4月1日）
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